
優雅に航
ゆ

く

冒険の船旅へ
一生に一度は見てみたい、絶景がある。

雪と氷が織りなす南極の景色は、その筆頭だ。
せっかく地の果てまで行くなら、優雅な客船で行きたい。
極上のフランス料理のフルコースをいただきながら、

外には白銀の世界が広がる、ポナンの南極クルーズをご紹介しよう。
写真・文＝水本俊也
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「
旅
」
は
ま
だ
見
ぬ
土
地
と
の
出
会
い

で
あ
り
、
想
像
の
段
階
か
ら
心
の
冒
険

は
始
ま
っ
て
い
る
。「
南
極
」と
聞
い
て
、

何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
ペ
ン
ギ

ン
？
　
氷
山
？
　
机
上
で
は
計
算
し
尽

せ
な
い
旅
、
そ
れ
を
人
は
「
冒
険
」
と

呼
ぶ
の
か
も
し
れ
な
い
。

初
め
て
南
極
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
、

2
0
0
4
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
れ
か

ら
数
え
て
、
今
回
7
度
目
の
南
極
。
し

か
も
南
極
ク
ル
ー
ズ
の
先
駆
者
と
し
て

知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
船
社
ポ
ナ
ン
の
最

高
の
客
船
で
、
最
高
の
ク
ル
ー
と
と
も

に
、
冒
険
の
船
旅
が
始
ま
っ
た
。

南
極
観
測
越
冬
隊
員
の
現
地
任
期
は

1
年
4
カ
月
と
聞
く
が
、
一
方
の
南
極

ク
ル
ー
ズ
の
定
番
は
10
日
間
〜
2
週
間

程
度
、
日
本
か
ら
の
往
復
を
含
め
て
も

2
週
間
前
後
で
行
け
る
。
旅
の
日
数
で

い
え
ば
、
少
し
長
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
と
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
行
き
先
は
や
は
り
極
地
で
あ

る
。
天
候
、
気
象
、
海
、
氷
の
状
態
な

ど
あ
ら
ゆ
る
条
件
と
安
全
面
を
踏
ま
え
、

知
識
と
経
験
が
豊
富
な
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ

シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
南
極

な
ど
極
地
の
専
門
家
と
船
長
に
よ
り
、

詳
細
な
航
路
と
行
程
が
日
々
決
定
さ
れ

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
冒
険
の
船
旅
そ
の

も
の
で
あ
る
。

今
回
は
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
港
町
、

ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
を
発
着
す
る
コ
ー
ス
。

真
夏
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
経
由
し
、

最高の客船、クルーとともに
極上の極地クルーズへ
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南
米
最
南
端
の
町
、
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
へ
。

南
極
ク
ル
ー
ズ
の
シ
ー
ズ
ン
は
例
年
12

月
〜
3
月
頃
、
こ
の
間
の
ウ
シ
ュ
ア
イ

ア
の
最
高
気
温
は
10
〜
15
度
で
、
自
然

と
調
和
し
た
街
並
み
を
満
喫
す
る
に
は
、

日
の
長
い
こ
の
時
期
が
最
適
だ
。

乗
り
込
む
の
は
ポ
ナ
ン
の
「
ル
・
ボ

レ
ア
ル
」。
乗
船
時
に
配
布
さ
れ
る
赤

色
の
防
寒
パ
ー
カ
ー
を
身
に
ま
と
い
、

薄
暮
の
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
を
出
航
し
た
。

市
街
地
と
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
落
陽
に
ま
ぶ
し
く
照
ら
し
出
さ

れ
る
な
か
、
ビ
ー
グ
ル
水
道
に
沿
っ
て

船
は
静
か
に
進
む
。

南
極
へ
の
所
要
は
お
よ
そ
2
日
間
。

南
米
大
陸
と
南
極
と
の
間
に
位
置
す
る

ド
レ
ー
ク
海
峡
は
「
吠
え
る
40
度
、
狂

う
50
度
、
叫
ぶ
60
度
」
と
称
さ
れ
る
南

極
へ
の
登
竜
門
。
こ
の
悪
名
高
き
海
峡

も
、
幸
運
に
恵
ま
れ
れ
ば
「
ド
レ
ー
ク

レ
イ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
、
湖
面
の
よ
う

に
た
お
や
か
な
海
に
な
る
。

今
回
の
ド
レ
ー
ク
海
峡
は
幸
い
に
10

段
階
で
い
え
ば
2
段
階
ほ
ど
の
波
や
う

ね
り
の
状
態
。
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
社
製

の
横
揺
れ
防
止
の
フ
ィ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ

イ
ザ
ー
（
船
体
制
御
シ
ス
テ
ム
）
に
よ

り
、
船
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
振
る
舞
わ
れ

る
テ
ー
ブ
ル
上
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
も

水
平
を
保
っ
た
ま
ま
。
快
適
な
ク
ル
ー

ズ
ラ
イ
フ
そ
の
も
の
で
、
そ
の
様
子
は

ポ
ナ
ン
の
ク
ル
ー
ズ
が
極
上
と
称
さ
れ

る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

南極に到達すると、ゾディアック（エンジン付
きゴムボート）に乗って、氷の世界に繰り出す。
赤いパーカーや長靴は、ポナンが用意してく
れる。黄色いジャケットを着ているのが、エク
スペディション・スタッフ（専門家）たち

ウェッデル海

ドレーク海峡

サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島

南
 極

 半
 島

ウシュアイア

ポーレット島

ブラウンブラフ
クーパービル島ポート・ロックロイ

パラダイスハーバー
ポート・シャルコー

ネコハーバー
ベルナツキー基地

デセプション島

アイチョー島
ハーフムーン島

ルメール海峡 ●
●●●

●
●

●

●●

●

●
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出
航
後
3
日
目
に
は
、
サ
ウ
ス
シ
ェ

ト
ラ
ン
ド
諸
島
の
ア
イ
チ
ョ
ー
島
沖
に

到
着
。
本
来
は
終
日
航
海
の
予
定
だ
っ

た
が
、
波
静
か
な
ド
レ
ー
ク
海
峡
が
わ

れ
わ
れ
を
迎
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

今
ク
ル
ー
ズ
に
お
け
る
南
極
初
上
陸
の

日
へ
と
変
更
に
な
っ
た
。
天
候
、
条
件

に
左
右
さ
れ
る
極
地
ク
ル
ー
ズ
だ
が
、

時
に
う
れ
し
い
誤
算
も
あ
る
。

早
朝
に
は
10
頭
も
の
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ

が
ル
・
ボ
レ
ア
ル
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

過
去
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
に
出
会
っ
て
き

た
南
極
ク
ル
ー
ズ
だ
が
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ

ラ
と
の
遭
遇
は
初
め
て
の
経
験
だ
。

午
前
中
は
南
極
上
陸
に
際
し
て
の
船

内
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
講
。
午
後
、
ゾ
デ

ィ
ア
ッ
ク
に
乗
り
換
え
、
小
雪
舞
う
中
、

南
極
に
初
上
陸
し
た
。
再
び
こ
の
地
に

や
っ
て
き
た
満
足
感
、
充
実
感
に
満
た

さ
れ
る
。
南
極
と
い
う
場
所
は
地
球
を

知
る
う
え
で
も
、
写
真
を
撮
る
う
え
で

も
、
自
分
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
場
所

の
ひ
と
つ
だ
と
強
烈
に
感
じ
る
。

旅
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
日
替
わ
り
で

や
っ
て
く
る
。
ポ
ナ
ン
が
誇
る
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
に
舌
鼓
を
打
つ

間
に
、
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ド
で
安
眠
し

て
い
る
間
に
、
船
が
波
穏
や
か
な
南
極

の
海
を
移
動
し
、
極
限
の
地
で
絶
景
か

地
球
を
知
る
う
え
で
も

写
真
を
撮
る
う
え
で
も
特
別
な
場
所

1 ウェッデルアザラシののんびりとした昼寝姿が愛くるしい　 2 ザトウクジラは地球上の動物の中で最大級。バブルネットフィーディングという独特の狩りを行う群れに遭遇
することもある　 3 ペンギンは5メートル、アザラシは10メートル、それぞれ人間が動物との距離を保つための目安。南極上陸では環境にも配慮したい　 4 ペンギンの中では
最も個体数が多いヒゲペンギン。喉を通る帯模様が名前の由来

3 1

4 2

ら
絶
景
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
。

そ
し
て
船
の
窓
か
ら
見
え
る
絶
景
の

間
か
ら
、
ゾ
デ
ィ
ア
ッ
ク
ボ
ー
ト
の
上

か
ら
、
さ
ら
に
は
上
陸
地
に
お
い
て
、

南
極
な
ら
で
は
の
動
物
た
ち
と
の
素
晴

ら
し
い
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
。
ネ
コ

ハ
ー
バ
ー
沖
で
は
朝
食
の
時
間
帯
に
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
顔

を
見
せ
て
く
れ
た
。
上
陸
す
る
先
々
で

好
奇
心
旺
盛
な
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
が
珍
し

い
来
訪
者
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
人
間
に

対
し
て
、
愛
嬌
を
た
っ
ぷ
り
振
り
ま
い

て
く
れ
る
。

南
極
半
島
よ
り
南
で
繁
殖
す
る
ペ
ン

ギ
ン
は
ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
と
コ
ウ
テ

イ
ペ
ン
ギ
ン
に
限
ら
れ
る
。
後
者
を
南

極
半
島
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
稀
だ
が
、

ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
に
加
え
、
両
目
を

つ
な
ぐ
白
い
帯
模
様
が
特
徴
の
ジ
ェ
ン

ツ
ー
ペ
ン
ギ
ン
、
文
字
ど
お
り
あ
ご
の

ヒ
ゲ
模
様
が
可
愛
い
ヒ
ゲ
ペ
ン
ギ
ン
、

い
ず
れ
か
の
ペ
ン
ギ
ン
を
ほ
と
ん
ど
の

上
陸
地
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
は
チ
ュ
ー
イ
ン

グ
ガ
ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
J
R
の
I
C

カ
ー
ド
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
採
用
さ

れ
て
お
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
な
じ

み
深
い
。
彼
ら
が
眼
前
に
自
由
に
歩
き

回
る
姿
に
、
目
が
釘
付
け
に
な
る
。
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上：引き込まれそうなほどのブルーアイス。
氷は青い光を反射するため、青く見える。ペ
ンギンの白と黒が映える　下：流氷に乗っ
たヒョウアザラシ。ゾディアックに乗るとさ
まざまな動物たちを船上から観察できる
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ルメール海峡の両岸には茶色の崖がそびえる。南極では誰もがシャッターを切りたくなる絶景に次 と々出会える

上：エクスペディション・リーダーの伊知地氏。南極にもポナン
にも精通している　下：ポートロックロイには郵便局も。最果て
の地から出す郵便物は、いつ届くかも楽しみだ

朝
か
ら
晴
れ
間
の
見
え
た
南
極
の
あ

る
一
日
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
1
世
紀
以

上
前
、
フ
ラ
ン
ス
の
南
極
探
検
隊
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
、
探
検
隊
の
後
援
者
で

あ
る
政
治
家
の
名
か
ら
命
名
さ
れ
た
ポ

ー
ト
ロ
ッ
ク
ロ
イ
の
地
に
降
り
立
っ
た
。

静
か
な
湾
に
面
し
た
土
地
に
は
、
1 

9 

4 

4
年
に
初
め
て
英
国
の
基
地
が
建
て

ら
れ
、
今
で
は
夏
の
間
だ
け
観
光
客
を

迎
え
入
れ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

な
ん
と
、
旅
に
は
欠
か
せ
な
い
土
産
物

店
も
！
　
基
地
の
建
物
の
周
り
に
は
ペ

ン
ギ
ン
の
ル
ッ
カ
リ
ー（
集
団
営
巣
地
）

が
あ
り
、
捕
鯨
地
で
あ
っ
た
頃
の
様
子

が
伺
え
る
ク
ジ
ラ
の
骨
々
を
目
に
す
る

南
極
を
最
も
愛
す
る
人
た
ち
と

絶
景
に
次
ぐ
絶
景
を

こ
と
が
で
き
る
。
基
地
に
暮
ら
す
隊
員

数
人
に
対
し
、
基
地
の
あ
る
島
自
体
は

無
数
の
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
に
半
ば″
占
拠
〟

さ
れ
て
い
た
。
い
や
む
し
ろ
、
ペ
ン
ギ

ン
た
ち
の
地
に
人
間
が
お
邪
魔
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
正
確
だ

ろ
う
か
。

南
極
ク
ル
ー
ズ
最
大
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
な
ん
と
い
っ
て
も
雄
大
な
ル
メ
ー
ル

海
峡
だ
。
全
長
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅

1
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
峡
で
、
一

番
狭
い
と
こ
ろ
は
幅
8
0
0
メ
ー
ト
ル

以
下
。
こ
の
海
峡
の
両
岸
に
は
海
上

3
0
0
メ
ー
ト
ル
に
も
の
ぼ
る
切
り
立

っ
た
岸
壁
が
迫
り
、
船
上
か
ら
眺
め
る

6



赤を上手に取り込みつつ、スタイリッシュにまとまっている「ル・ボレアル」船内インテリア。ライブラリーを兼ねたスペースでは、南極に関する本を眺めたい

白いクロスとイスがさわやかなダイニング。
時に極地にいることを忘れてしまう

©PONANT

©PONANT

景
色
は
圧
巻
の
一
言
だ
。

ポ
ナ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
極
地

ク
ル
ー
ズ
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
伊
知
地
亮
氏
は
言

う
。「
ル
メ
ー
ル
海
峡
は
氷
の
状
態
に

よ
っ
て
は
通
過
す
ら
困
難
な
時
も
あ
り

ま
す
。
今
回
も
前
日
ま
で
は
氷
に
行
く

手
を
阻
ま
れ
航
行
不
可
で
し
た
。
翌
日

以
降
は
他
の
客
船
が
通
過
予
定
の
た
め
、

ま
さ
に
今
日
し
か
こ
の
景
色
を
拝
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

常
に
船
長
と
ル
ー
ト
を
判
断
し
な
が
ら
、

乗
客
の
方
に
南
極
の
魅
力
を
可
能
な
限

り
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

ポ
ナ
ン
の
客
船
に
は
、
彼
を
筆
頭
に

南
極
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
数
多
く
乗

船
し
て
い
る
。
彼
ら
は
専
門
家
で
あ
る

と
同
時
に
、
南
極
を
最
も
愛
す
る
人
た

ち
で
も
あ
る
。
南
極
に
行
く
手
段
と
し

て
こ
の
セ
ン
ス
の
良
い
フ
ラ
ン
ス
客
船

を
選
べ
ば
、
美
食
は
も
ち
ろ
ん
、
冒
険

心
を
満
た
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
専

門
家
た
ち
と
の
出
会
い
も
待
っ
て
い
る
。

旅
の
最
終
上
陸
地
は
ウ
ェ
ッ
デ
ル
海

に
面
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
ブ
ラ
フ
だ
。
そ
び

え
た
つ
7
4
5
メ
ー
ト
ル
の
茶
色
の
崖

と
氷
帽
が
、
こ
の
地
の
景
観
の
最
大
の

特
徴
だ
。
こ
の
地
域
は
通
常
の
南
極
ク

ル
ー
ズ
で
め
ぐ
る
半
島
の
西
側
海
域
と

は
異
な
る
趣
を
持
っ
て
い
る
。
訪
れ
る

客
船
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
だ
が
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
近
隣
海
域
の
海
図
が

未
だ
不
明
確
だ
っ
た
り
、
天
候
の
影
響

を
受
け
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

ポ
ナ
ン
は
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
4
隻

も
の
探
検
船
を
南
極
に
就
航
さ
せ
て
い

て
、
南
極
ク
ル
ー
ズ
を
行
っ
て
い
る
船

会
社
の
中
で
は
数
少
な
い
「
設
計
、
建

造
、
所
有
、
運
航
」
を
全
て
行
な
っ
て

い
る
船
会
社
で
あ
る
。
南
極
ク
ル
ー
ズ

の
先
駆
者
、
火
付
け
役
と
も
言
っ
て
い

い
。
当
然
キ
ャ
リ
ア
の
積
み
重
ね
も
あ

り
、
か
つ
シ
ー
ズ
ン
中
は
4
隻
で
ブ
リ

ッ
ジ
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
た
め
、

難
易
度
の
高
い
エ
リ
ア
の
航
行
の
成
功

率
は
高
い
。
極
地
に
お
い
て
安
心
し
て

身
を
委
ね
ら
れ
る
客
船
と
は
、
な
ん
と

心
強
い
こ
と
か
。

ウ
ェ
ッ
デ
ル
海
で
の
最
大
の
見
ど
こ

ろ
は
巨
大
な
卓
状
氷
山
だ
。
氷
山
か
ら

派
生
し
た
流
氷
の
上
に
は
ア
ザ
ラ
シ
や

ペ
ン
ギ
ン
た
ち
が
生
息
す
る
。
氷
上
の

動
物
た
ち
の
楽
園
は
、
ま
さ
に
最
高
の

被
写
体
。
何
度
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
た
い
思
う
、
絶
景
の
連
続
だ
っ
た
。

7



美食の船、との異名を持つポナン。美しいフ
ランス料理が名物だが、グリルしたてのハン
バーガーなど、カジュアルな料理もおいしい
©PONANT
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南極クルーズの決定版 11日間
日程：2019年1月27日（日）〜2月6日（水）
コース：ウシュアイア〜アイチョー島〜ネコハーバー〜バラダ
イスハーバー〜ルメール海峡〜ポート・シャルコー〜ヴェルナ
ツキー基地〜ポートロックロイ〜クーパービル島〜デセプシ
ョン島〜ハーフムーン島〜ブラウンブラフ〜ウシュアイア
クルーズ代金：1万550ユーロ〜
船名：ル・ボレアル（ポナン）
総トン数：1万944トン
乗客定員：264人（南極クルーズは198人）／乗組員数：140人
http://www.ponant.jp

取材メモ

1 極地クルーズでは「今日はどうだった？」など、ダイニングでの会話も弾む　 2 見た目も美しいのが、ポナンの料理の特長でもある
3 シンプルでありながら華やかさもあるメインロビーの装飾　 4 落ち着きあるラウンジは「憩いの場」。乗客同士が顔見知りになれるコンパクトなサイズもいい

客室にも赤が差し色で使われている。トイレとシャワーが分
かれているのも日本人にはうれしい

3 1

4 2

一
方
で
船
内
に
戻
る
と
、
ポ
ナ
ン
の

客
船
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

イ
ン
テ
リ
ア
と
、
至
極
の
美
食
の
数
々

が
乗
客
を
待
っ
て
い
る
。
セ
ン
ス
の
良

い
船
内
は
、
冒
険
の
旅
を
彩
り
つ
つ
も

過
度
に
飾
ら
ず
、
乗
っ
て
い
る
ほ
ど
に

し
っ
く
り
と
く
る
心
地
よ
さ
だ
。

ポ
ナ
ン
で
の
南
極
ク
ル
ー
ズ
の
乗
客

定
員
は
2
0
0
人
以
下
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
上
陸
を
待
つ
時
間
は
決
し

て
長
く
な
い
。
一
方
で
1
0
0
人
以
下

の
客
船
に
比
べ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
な
ど
に
圧
迫
感
は
な
い
。
講
座
な

ど
が
行
わ
れ
る
シ
ア
タ
ー
や
ラ
ウ
ン
ジ

も
落
ち
着
い
て
話
を
聞
け
る
空
間
と
な

っ
て
い
る
。
全
船
、
全
航
路
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
無
料
の
た
め
、
情
報
収
集

や
S
N
S
へ
の
投
稿
な
ど
も
し
や
す
い

の
が
う
れ
し
い
。

オ
ー
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
、
デ

ィ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
で
も
お
い

し
い
ワ
イ
ン
が
飲
め
る
の
も
、
フ
ラ
ン

ス
客
船
ら
し
い
計
ら
い
だ
。
発
酵
バ
タ

ー
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
お
い
し
さ
は

言
わ
ず
も
が
な
。
と
は
い
え
、
必
ず
あ

っ
さ
り
し
た
料
理
の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
用

意
さ
れ
て
い
る
の
も
、
極
地
だ
と
あ
り

が
た
い
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
は
醤
油
も
用

意
さ
れ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
を

ホ
ッ
と
さ
せ
て
く
れ
る
。

南
極
と
い
う
秘
境
は
果
て
し
な
く
遠

い
場
所
に
あ
る
一
方
で
、
ポ
ナ
ン
客
船

で
一
度
訪
れ
て
み
る
と
、
急
に
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
。
白
と
青
に
包
ま
れ
た
氷

と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
動
物
た
ち
、
南
極

を
愛
す
る
人
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
、

こ
の
地ほ

し球
に
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
を

強
く
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。

©PONANT©PONANT

©PONANT©PONANT

©PONANT
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北 極 圏
北 極 圏

南 極

オ セ ア ニ ア

ア フ リ カ 中 南 米

インド洋

オリノコ川

アマゾン川

サンブラス諸島

コルテス海

グリーンランド

キンバリー

ニューカレドニア

パプアニューギニア

パタゴニア

ロングヤービーエン

スバールバル諸島

●

●

●

セーシェル
ザンジバル島

マダガスカル

モーリシャス

●
●

●

カーボベルデ ●

ビジャゴ諸島 ●

ポナンの冒険は世界へ広がる

秘境をめぐり、伝統文化を知る

オセアニア
西オーストラリアの秘境であるキンバ
リーやパプアニューギニア、ニューカレ
ドニアなどを細かくめぐるクルーズを実
施。美しいビーチや知られざる絶景が
堪能できるのはもちろん、ポナンのクル
ーズならアボリジニなど独自の伝統文
化を擁す人々との出会いも。日本から
発着地へのアクセスも比較的良い。

固有種の宝庫をめぐる

中南米
ピンク色の淡水イルカなど多くの固有
種を擁すベネズエラのオリノコ川、豊か
な生態系を誇るコルテス海、パナマ沖
の美しい島々からなるサンブラス諸島
などをめぐるクルーズを実施。専門家
たちによる動植物の解説に知的好奇心
がくすぐられる。南極クルーズの前にパ
タゴニア地方をめぐるクルーズも。

グリーンランド

キンバリー

コルテス海

サンブラス諸島

ミルフォード
サウンド

©PONANT

南極クルーズに強いフランス船社ポナンだが、
南極以外にも世界各地の秘境に配船中。
世界でも行きにくい場所を、細かくディープに
めぐれるのがポイントだ。
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キンバリー

ニューカレドニア

パプアニューギニア

パタゴニア
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スバールバル諸島

●

●

●

セーシェル
ザンジバル島

マダガスカル

モーリシャス

●
●

●

カーボベルデ ●

ビジャゴ諸島 ●

　近年ポナンは続々と探検船を新
造している。エクスプローラー・シリ
ーズと名付けられた1万トン型のシ
リーズは、2018年に「ル・ラペルーズ」
と「ル・シャンプラン」が、2019年に
は4月に「ル・ブーゲンビル」が就航
した。2019年8月に第4船「ル・デュ
モンデュビル」、2020年には第5船
「ル・ジャック・カルティエ」と第6船
「ル・ベロ」が就航する。海中の様子
を観賞できる海中ラウンジ「ブルー・
アイ」を備えるのが特徴だ。
　2021年には3万トンの砕氷船「ル・
コマンダン・シャルコー」の就航を予
定。砕氷船としては業界初の、電気
とLNGを燃料とし、エンジンもしく
はバッテリーで駆動できるハイブリ
ッド客船だ。

ポナン、新造船が続 と々就航中

世界初！ LNG燃料の
砕氷船も予定

上：海中ラウンジ「ブルー・アイ」。海中のフ
ロアにあり、船体の両サイドにある大面積
の透明な窓から海面下の光景を見られる
下：2019年4月に就航したばかりの「ル・ブ
ーゲンビル」（9,900トン）。地中海クルーズ
を実施したあと、冬季はインド洋などを航行

北の野生動物たちに出会う旅

北極圏
南極に次いで、ポナンが多くの極地ク
ルーズを実施する地。スピッツベルゲン
島のロングヤービーエン発着クルーズ
など、多彩なコースが設定されている。
ポナンのエクスペディション・スタッフが、
ホッキョクグマなど野生動物の生態を
詳細に解説してくれる。シーズンは5月
から9月、最短7泊で行けるクルーズも。

手つかずの島、海を満喫

インド洋
長らく大陸から隔絶され、固有の動植
物が生きるインド洋の島々。セーシェル
のマヘ発着が定番だが、そのほかにも
マダガスカルやモーリシャス、タンザニ
ア沖のザンジバル島などを細かくめぐ
るクルーズが設定されている。ポナンで
はスキューバーダイビングやシュノー
ケリングをする機会もある。

知られざる美島を目指して

アフリカ
アフリカ北西沖に点在する島々からな
るカーボベルデやギニアビサウ沖のビ
ジャゴ諸島をめぐるクルーズなどが設
定されている。2019年は10月に新造船
「ル・デュモンデュビル」がカーボベルデ
を航行。豊かな自然と、植民地としてい
たポルトガルとアフリカが混じり合う独
自の文化にも触れられる。

ロングヤービーエン

マダガスカル

セーシェル

カーボベルデ

ビジャゴ諸島

©PONANT
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お問い合わせ・お申し込みは下記まで

ポナンの客船

ル・コマンダン・シャルコー （2021年就航予定）

総トン数：30,000トン
全長：150メートル
乗客定員：270人／乗組員：187人
船籍：フランス／砕氷船（PC2）

シスターシップシリーズ
ル・ボレアル （2010年就航）
ロストラル （2011年就航）
ル・ソレアル （2012年就航）
ル・リリアル （2015年就航）

総トン数：10,700トン
全長 :142メートル
乗客定員：244～264人／乗組員数：140人
船籍：フランス／耐氷船

エクスプローラーシリーズ
ル・ラペルーズ （2018年就航）
ル・シャンプラン （2018年就航）
ル・ブーゲンビル （2019年就航）
ル・デュモンデュビル （2019年就航）
ル・ベロ （2020年就航予定）
ル・ジャック カルティエ （2020年就航予定）

総トン数：9,900トン
全長：131メートル
乗客定員：184人／乗組員：110人
船籍：フランス／耐氷船

ル・ポナン （1991年就航）

総トン数：1,443トン
全長：88メートル
乗客定員：64人／乗組員数：32人
船籍：フランス


